
院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI 部門 

2007 年報(7 月～12 月) 

データ集計日： 2010 年 07 月 22 日 

公開情報掲載日：2010 年 10 月 06 日 

【SSI 部門におけるサーベイランスの概要と目的】 

当部門では、手術患者における術後感染の一つである手術部位感染（Surgical Site Infection、SSI）の発生状況

を監視し、その原因菌などに関するデータを参加医療機関から収集している。手術の種類（手術手技）別の SSI 発

生率を基本的な解析項目として、各医療機関に全体集計と比較したデータを還元している。また、SSI 発生のリス

ク因子別の SSI 発生率に関しても、同様に全体集計と比較したデータを還元している。さらに、各種因子別の SSI

発生率に関する全体集計を還元し、一般公開している。これらによって、参加医療機関における SSI 発生の問題点

を発見することを支援し、あわせて全国の医療機関における SSI 防止対策を支援することを目的としている。 

 

【解説】 

1. 参加医療機関数 

今回の年報（2007 年、新システム移行後の 7 月から 12 月まで）におけるデータ提出医療機関数は 208 医療機関

であった。どの手術手技をサーベイランスの対象とするかに関しては、各医療機関の判断に任されている。最も多

く選択された手術手技は COLN（結腸手術）で、156 医療機関がサーベイランスの対象とした。 

 

2. 手術件数と SSI 発生率 

COLN が最も多く、5100 件あまりがサーベイランスの対象となっていた。SSI 発生率は手術手技ごとのばらつき

が大きかった。低い方では、いくつかの手術手技で 0％となっている。高い方では、ESOP（食道手術）の 29.6%が

最も高く、REC（直腸手術）の 19.6%、SB(小腸手術)の 19.2％などがそれに続いている。概して、消化器系手術の

SSI 発生率が高い。 

 

3. リスクインデックス別 SSI 発生率 

本サーベイランスでは、SSI のリスク因子として以下の 3 つを定めている：創分類が Class III 以上、手術時間が

T 値（手術手技によって異なる）を超えていること、患者の術前全身状態を示す ASA スコアが 3 以上。これらのう

ち何項目に当てはまるかによって、手術症例ごとのリスクインデックス（RI）が 0 から 3 までのいずれかの値に定

められる。 

その数値によって症例を分割し、各々の群における SSI 発生率を表 2－1 に示した。おおむね、RI が大きい群ほ

ど SSI 発生率が高くなっているのがわかる。 

なお、特定の手術手技（CHOL、COLN、REC、APPY、GAST）においては特殊な方法によりリスクインデック

スを定める。詳細はリスクインデックスの算出方法（7 ページ）を参照のこと。それによって症例を分割した、各々

の群における SSI 発生率を表 2－2 に示した。 

 

4. 検体分離菌の状況 

SSI 発生件数は全体で 2708 件、そのうち培養検査が実施されているのが 1922 件であった。一検体から複数の菌

が分離される場合もあり、総分離菌数は 2988 株であった。その内訳を表 3 に示した。Enterococcus faecalis が最

も多く 416 株分離されており、以下 MRSA 、Pseudomonas aeruginosa と続く。消化器系手術に SSI 発生が多い

ことを反映して、消化器系臓器から分離される病原体が多く報告されている。 

 



1. 手術手技別手術部位感染発生状況

手術手技分類 データ提出医療機関数 手術件数 SSI件数 SSI発生率

(対象期間 2007年7月1日～2007年12月31日)

2007年報(7月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

23 69 4 5.8%AMP
85 1474 130 8.8%APPY
92 1475 241 16.3%BILI
34 728 15 2.1%CARD
37 524 33 6.3%CBGB
31 126 4 3.2%CBGC
105 2881 85 3.0%CHOL
156 5123 948 18.5%COLN
20 806 13 1.6%CRAN
15 463 6 1.3%CSEC
55 301 89 29.6%ESOP
23 550 6 1.1%FUSN
35 2254 24 1.1%FX
134 3987 321 8.1%GAST
67 1726 14 0.8%HER
15 91 3 3.3%HN
48 1125 16 1.4%HPRO
22 388 9 2.3%HYST
42 781 5 0.6%KPRO
30 650 7 1.1%LAM
46 898 16 1.8%MAST
23 160 5 3.1%NEPH
24 63 2 3.2%OBL
26 279 0 0.0%OCVS
6 123 5 4.1%OENT
26 100 0 0.0%OES
3 4 0 0.0%OEYE
69 560 39 7.0%OGIT
33 596 9 1.5%OGU
24 1130 13 1.2%OMS
15 124 1 0.8%ONS
7 114 1 0.9%OOB
16 112 1 0.9%OPRO
18 49 1 2.0%ORES
26 477 12 2.5%OSKN
22 161 7 4.3%PRST
142 1956 383 19.6%REC
91 795 153 19.2%SB
8 116 4 3.4%SKGR
29 72 4 5.6%SPLE
38 1182 13 1.1%THOR
4 11 0 0.0%TP
13 132 1 0.8%VHYS
41 970 30 3.1%VS
11 81 1 1.2%VSHN
53 308 34 11.0%XLAP
208 36095 2708 7.5%合計

2010年07月22日

公開情報掲載日: 2010年10月06日

データ集計日:

(集計対象医療機関数：208)



手術件数SSI件数
  SSI   
発生率

手術手技
分類

RI 0 RI 1 RI 2 RI 3

2-1. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
(対象期間 2007年7月1日～2007年12月31日)

2007年報(7月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

手術件数SSI件数
  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率

80 0.0%AMP 351 2.9% 243 12.5% 20 0.0%
49837 7.4%BILI 820159 19.4% 15043 28.7% 72 28.6%
1121 0.9%CARD 3627 1.9% 2517 2.8% 30 0.0%
653 4.6%CBGB 20711 5.3% 25219 7.5% ― ― ―
140 0.0%CBGC 602 3.3% 522 3.8% ― ― ―
3047 2.3%CRAN 4163 0.7% 853 3.5% 10 0.0%
3506 1.7%CSEC 1080 0.0% 50 0.0% ― ― ―
262 7.7%ESOP 24774 30.0% 219 42.9% 74 57.1%
3341 0.3%FUSN 2014 2.0% 141 7.1% 10 0.0%
143011 0.8%FX 7298 1.1% 934 4.3% 21 50.0%
14899 0.6%HER 2205 2.3% 170 0.0% ― ― ―
660 0.0%HN 232 8.7% 11 100.0% 10 0.0%
6583 0.5%HPRO 42712 2.8% 391 2.6% 10 0.0%
2341 0.4%HYST 1457 4.8% 91 11.1% ― ― ―
4642 0.4%KPRO 2852 0.7% 321 3.1% ― ― ―
2873 1.0%LAM 3343 0.9% 281 3.6% 10 0.0%
76811 1.4%MAST 1295 3.9% 10 0.0% ― ― ―
1115 4.5%NEPH 450 0.0% 30 0.0% 10 0.0%
532 3.8%OBL 90 0.0% 10 0.0% ― ― ―
1300 0.0%OCVS 770 0.0% 700 0.0% 20 0.0%
902 2.2%OENT 272 7.4% 61 16.7% ― ― ―
680 0.0%OES 290 0.0% 30 0.0% ― ― ―
30 0.0%OEYE 10 0.0% ― ― ― ― ― ―

3055 1.6%OGIT 18611 5.9% 5818 31.0% 115 45.5%
4142 0.5%OGU 1666 3.6% 131 7.7% 30 0.0%
8827 0.8%OMS 2083 1.4% 383 7.9% 20 0.0%
1070 0.0%ONS 171 5.9% ― ― ― ― ― ―
600 0.0%OOB 501 2.0% 40 0.0% ― ― ―
570 0.0%OPRO 521 1.9% 30 0.0% ― ― ―
181 5.6%ORES 250 0.0% 60 0.0% ― ― ―
3812 0.5%OSKN 805 6.3% 112 18.2% 53 60.0%
1325 3.8%PRST 292 6.9% ― ― ― ― ― ―
32931 9.4%SB 29850 16.8% 14157 40.4% 2715 55.6%
790 0.0%SKGR 301 3.3% 62 33.3% 11 100.0%
241 4.2%SPLE 422 4.8% 51 20.0% 10 0.0%
5092 0.4%THOR 5795 0.9% 905 5.6% 41 25.0%
20 0.0%TP 20 0.0% 40 0.0% 30 0.0%
801 1.3%VHYS 490 0.0% 30 0.0% ― ― ―
2792 0.7%VS 3829 2.4% 30719 6.2% 20 0.0%
280 0.0%VSHN 401 2.5% 110 0.0% 20 0.0%
1382 1.4%XLAP 11011 10.0% 5217 32.7% 84 50.0%

(集計対象医療機関数：208)

2010年07月22日

公開情報掲載日: 2010年10月06日

データ集計日:



2-2. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
     (特殊なリスクインデックスを使用する手術手技)

(対象期間 2007年7月1日～2007年12月31日)

2007年報(7月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

(集計対象医療機関数：208)

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

手術手技
分類

RI M RI 0 RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

121314 1.2%CHOL 99220 2.0% 52531 5.9% 13116 12.2% 204 20.0%
27620 7.2%COLN 2364312 13.2% 1812363 20.0% 576202 35.1% 9551 53.7%
441 2.3%REC 73979 10.7% 954219 23.0% 19064 33.7% 2920 69.0%

手術手技
分類

RI 0-Yes RI 0-No RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

770 0.0%APPY 5146 1.2% 56747 8.3% 28068 24.3% 369 25.0%
621 1.6%GAST 93641 4.4% 2608212 8.1% 36560 16.4% 167 43.8%

2010年07月22日

公開情報掲載日: 2010年10月06日

データ集計日:



3. 手術部位感染の原因菌
(対象期間 2007年7月1日～2007年12月31日)

2007年報(7月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

2708 1922 786 2988全SSI発生件数： 培養検査非施行件数：培養検査施行件数： 総分離菌数：

416 333 313 260 219 162 123 107 105 87 863

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ENTFS MRSA PA 不明 EC ENC SA BF SE CNS その他

(集計対象医療機関数：208)

菌種 分離数 分離割合(％)

2988n = 

上位10菌種以外はその他として集計

416 13.9ENTFS
333 11.1MRSA
313 10.5PA
260 8.7不明
219 7.3EC
162 5.4ENC
123 4.1SA
107 3.6BF
105 3.5SE
87 2.9CNS
863 28.9その他

2010年07月22日

公開情報掲載日: 2010年10月06日

データ集計日:
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院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI 部門 

2007 年 年報 

再集計版  

データ集計日： 2011 年 09 月 01 日 

公開情報掲載日：2011 年 10 月 24 日 

 

公開情報の図表2と図表3の集計プログラムに以下の4点の誤りがありました。本再集計版は、プログラム

修正後に該当する公開情報を再集計したものです。 

 

１． 図表 2： ASA スコア（American Society of Anesthesiologists Score：米国麻酔学会術前状態分類）6

 の症例において、「リスクインデックス」の算出時に ASA スコアを加算していなかった 

 

説明） ｢リスクインデックス｣の算出に用いられる ASAスコアはASA1 から ASA6 までありますが、ASA6 の集計が

    されていませんでした。そのため、ASA6 の症例はリスクインデックスが 1 点低く算出されており、図表 2

       の手術件数・SSI 件数･SSI 発生率に誤りがありました。 

    例） ASA コード「ASA6」（=1 点）、創分類「CC」（=0 点）、手術時間カットオフポイント以内（=0 点）の症例は、正しく

    はリスクインデックス 1点だが、0 点として集計。 

 

２． 図表 3：｢原因菌｣で用いられる病原体コードに関して、同一コードであっても全角・半角・小文であっ

 た場合に、各々を別コードとして集計していた 

 

説明） 本来は「原因菌」のコードは半角大文字ですが、全角や小文字での報告も受け付け、別々

  のコードとして集計されていました。その為図表3の手術部位感染の原因菌の分離数･割合に誤りがあ

  りました。 

 例） 半角「MRSA」98 件＋小文字「mrsa」2 件を、原因菌MRSA100 件ではなく 98 件として集計。 

 

３． 図表 3： ｢原因菌｣で用いられる病原体コードに関して、病原体不明の「UNK（全角)」を集計していな

かった 

 

説明） 病原体コードに関して、病原体不明は「不明」と半角「UNK」のみ集計されており、全角「ＵＮＫ」が集計さ 

れていませんでした。その為図表 3の手術部位感染の原因菌の分離数･割合に誤りがありました。 

 例） 半角「UNK」98 件＋全角「ＵＮＫ」2件を、病原体不明 100 件ではなく 98 件として集計。 

 

４． 「リスクインデックス」の算出時、創分類コードが半角小文字の場合、ASA スコアが全角の場合は、

加算されていなかった 

 

注） 実際には「リスクインデックス」が誤判定されたケースは無く、公開情報に影響は有りませんでした。 

  

 

上記の再集計で生じた集計結果の相違は一部でしたが、集計時期の違いから、集計対象医療機関数が異

なります。そのため 2007 年年報（2010 年 10 月 06 日掲載）と再集計版とでは、上記の 4点以外の集計結果

に関しても相違があります。 

 



1. 手術手技別手術部位感染発生状況

手術手技分類 データ提出医療機関数 手術件数 SSI件数 SSI発生率

(対象期間 2007年7月1日～2007年12月31日)

2007年報(7月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

23 74 4 5.4%AMP
86 1526 136 8.9%APPY
93 1502 243 16.2%BILI
35 743 15 2.0%CARD
38 549 33 6.0%CBGB
32 130 4 3.1%CBGC
106 2939 88 3.0%CHOL
157 5236 958 18.3%COLN
20 806 13 1.6%CRAN
15 494 6 1.2%CSEC
55 301 89 29.6%ESOP
23 550 6 1.1%FUSN
35 2307 25 1.1%FX
135 4074 327 8.0%GAST
68 1814 14 0.8%HER
15 98 4 4.1%HN
48 1137 18 1.6%HPRO
22 393 9 2.3%HYST
42 784 5 0.6%KPRO
30 651 7 1.1%LAM
46 900 16 1.8%MAST
23 160 5 3.1%NEPH
24 64 2 3.1%OBL
27 284 0 0.0%OCVS
6 123 5 4.1%OENT
26 108 0 0.0%OES
3 4 0 0.0%OEYE
70 588 42 7.1%OGIT
33 599 10 1.7%OGU
24 1146 13 1.1%OMS
15 127 1 0.8%ONS
7 122 1 0.8%OOB
16 112 1 0.9%OPRO
18 49 1 2.0%ORES
26 479 13 2.7%OSKN
22 161 7 4.3%PRST
143 1985 388 19.5%REC
92 827 156 18.9%SB
8 116 4 3.4%SKGR
30 75 5 6.7%SPLE
38 1183 13 1.1%THOR
4 11 0 0.0%TP
13 133 1 0.8%VHYS
41 990 30 3.0%VS
11 81 1 1.2%VSHN
53 309 34 11.0%XLAP
209 36844 2753 7.5%合計

2011年09月01日

公開情報掲載日: 2011年10月24日

データ集計日:

(集計対象医療機関数：209)

1



手術件数SSI件数
  SSI   
発生率

手術手技
分類

RI 0 RI 1 RI 2 RI 3

2-1. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
(対象期間 2007年7月1日～2007年12月31日)

2007年報(7月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

手術件数SSI件数
  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率 手術件数SSI件数

  SSI   
発生率

80 0.0%AMP 391 2.6% 253 12.0% 20 0.0%
50938 7.5%BILI 832160 19.2% 15443 27.9% 72 28.6%
1121 0.9%CARD 3717 1.9% 2577 2.7% 30 0.0%
653 4.6%CBGB 22011 5.0% 26419 7.2% ― ― ―
150 0.0%CBGC 612 3.3% 542 3.7% ― ― ―
3047 2.3%CRAN 4163 0.7% 853 3.5% 10 0.0%
3816 1.6%CSEC 1080 0.0% 50 0.0% ― ― ―
262 7.7%ESOP 24774 30.0% 219 42.9% 74 57.1%
3341 0.3%FUSN 2014 2.0% 141 7.1% 10 0.0%
146011 0.8%FX 7499 1.2% 964 4.2% 21 50.0%
15659 0.6%HER 2305 2.2% 190 0.0% ― ― ―
670 0.0%HN 272 7.4% 22 100.0% 20 0.0%
6603 0.5%HPRO 43714 3.2% 391 2.6% 10 0.0%
2381 0.4%HYST 1467 4.8% 91 11.1% ― ― ―
4642 0.4%KPRO 2872 0.7% 331 3.0% ― ― ―
2873 1.0%LAM 3343 0.9% 291 3.4% 10 0.0%
77011 1.4%MAST 1295 3.9% 10 0.0% ― ― ―
1115 4.5%NEPH 450 0.0% 30 0.0% 10 0.0%
532 3.8%OBL 100 0.0% 10 0.0% ― ― ―
1300 0.0%OCVS 790 0.0% 730 0.0% 20 0.0%
902 2.2%OENT 272 7.4% 61 16.7% ― ― ―
730 0.0%OES 320 0.0% 30 0.0% ― ― ―
30 0.0%OEYE 10 0.0% ― ― ― ― ― ―

3185 1.6%OGIT 19612 6.1% 6220 32.3% 125 41.7%
4152 0.5%OGU 1677 4.2% 141 7.1% 30 0.0%
8937 0.8%OMS 2133 1.4% 383 7.9% 20 0.0%
1100 0.0%ONS 171 5.9% ― ― ― ― ― ―
640 0.0%OOB 541 1.9% 40 0.0% ― ― ―
570 0.0%OPRO 521 1.9% 30 0.0% ― ― ―
181 5.6%ORES 250 0.0% 60 0.0% ― ― ―
3822 0.5%OSKN 816 7.4% 112 18.2% 53 60.0%
1325 3.8%PRST 292 6.9% ― ― ― ― ― ―
34032 9.4%SB 31752 16.4% 14357 39.9% 2715 55.6%
790 0.0%SKGR 301 3.3% 62 33.3% 11 100.0%
262 7.7%SPLE 432 4.7% 51 20.0% 10 0.0%
5102 0.4%THOR 5795 0.9% 905 5.6% 41 25.0%
20 0.0%TP 20 0.0% 40 0.0% 30 0.0%
811 1.2%VHYS 490 0.0% 30 0.0% ― ― ―
2922 0.7%VS 3899 2.3% 30719 6.2% 20 0.0%
280 0.0%VSHN 401 2.5% 110 0.0% 20 0.0%
1382 1.4%XLAP 11111 9.9% 5217 32.7% 84 50.0%

(集計対象医療機関数：209)

2011年09月01日

公開情報掲載日: 2011年10月24日

データ集計日:
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2-2. 手術手技別リスクインデックス別手術部位感染発生状況
     (特殊なリスクインデックスを使用する手術手技)

(対象期間 2007年7月1日～2007年12月31日)

2007年報(7月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

(集計対象医療機関数：209)

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

手術手技
分類

RI M RI 0 RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

124414 1.1%CHOL 101221 2.1% 52932 6.0% 13417 12.7% 204 20.0%
28921 7.3%COLN 2416316 13.1% 1843365 19.8% 592205 34.6% 9651 53.1%
451 2.2%REC 75081 10.8% 967222 23.0% 19464 33.0% 2920 69.0%

手術手技
分類

RI 0-Yes RI 0-No RI 1 RI 2 RI 3
 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

 手術 
件数

  SSI  
件数

  SSI  
発生率

800 0.0%APPY 5326 1.1% 59352 8.8% 28569 24.2% 369 25.0%
631 1.6%GAST 95543 4.5% 2664215 8.1% 37661 16.2% 167 43.8%

2011年09月01日

公開情報掲載日: 2011年10月24日

データ集計日:
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3. 手術部位感染の原因菌
(対象期間 2007年7月1日～2007年12月31日)

2007年報(7月～12月)

院内感染対策サーベイランス公開情報 SSI部門

2753

1963

790

3052

14 11 10 9 7 6 4 4 4 3 28

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ENTFS MRSA PA 不明 EC ENC SA BF SE CNS その他

(集計対象医療機関数：209)

菌種 分離数 分離割合(％)

3052n = 

上位10菌種以外はその他として集計

全SSI発生件数

培養検査非施行件数

培養検査施行件数

総分離菌数

分離割合（%）＝各分離菌数　÷　総分離菌

426 14.0ENTFS
344 11.3MRSA
319 10.5PA
277 9.1不明
222 7.3EC
169 5.5ENC
125 4.1SA
109 3.6BF
108 3.5SE
90 2.9CNS
863 28.3その他

2011年09月01日

公開情報掲載日: 2011年10月24日

データ集計日:

4
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